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イインントトロロダダククシショョンン：：近近年年のの動動向向とと問問題題

• ＩＣＴの光と影
• 特別支援教育での多様な応用可能性
• 障害のある子どもの日常に負の影響が危惧（特に知的障害）[1][2]

• 特別支援学校入学者の増加[3]

• 特に高等部が顕著[4]

• 特別支援教育就学奨励費によるタブレットPCの購入補助

[1] 江田祐介（2015）『特別支援教育におけるICTの活用と情報モラル教育に関する研究』 (科学研究費助成事業 研究成果報告書)
[2] 水内豊和，武藏博文（2010）『知的障害者の情報機器の活用実態調査』 富山大学人間発達科学部紀要, 4(2), pp.75-80.
[3] 文部科学省（2017）『学校基本調査−平成29年度結果の概要−』
[4] 国立特別支援教育総合研究所（2010）

『知的障害者てあ゙る児童生徒に対する教育を行う特別支援学校に在籍する児童生徒の増加の実態と教育的対応に関する研究』
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情情報報モモララルル指指導導モモデデルルカカリリキキュュララムム

• 日本教育工学振興会(JAPET)の「情報モラル等サポート事業」
• 2005年から３年間、文部科学省の委託で展開
• 学校現場での先進的な情報モラルの指導事例が収゙集

• 「情報モラル指導モデルカリキュラム表」として体系化 [5]

• 指導すべき情報モラルの内容を５分野に設定
• 学年進行に応じて５段階の指導内容が記載
(小学校（低・中・高）・中学校・高等学校)
※いわゆる定型発達の児童生徒が対象
※知的障害の有無は考慮されていない

[5]社団法人日本教育工学振興会（2007）『すべての先生のための「情報モラル」指導実践キックオフガイド』
http://jnk4.info/www/moral-guidebook-2007/kickoff/pdf/moralguide_all.pdf
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特特別別支支援援教教育育とと発発達達アアセセススメメンントト

• 知能検査・心理検査・発達検査などのアセスメント（発達アセスメント）
• 個々の児童生徒の実態把握のために利用
• 対象児と対面で実施するものや、
対面不要で教員や保護者が対象児について回答するものなど

• 精神年齢や発達年齢などを数値で得られる
• 利用されている発達アセスメントは学校や対象児によってさまざま

対面で実施する検査の例
（田中ビネー知能検査V）

対面不要な検査の例
（S-M社会生活能力検査）
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本本報報告告

•特別支援学校に在籍する知的障害生徒を対象に調査

•情報モラル指導に求められる内容

•ネットトラブルと発達水準との関係

•知的障害生徒の情報モラル習得の特徴

……を考察


